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巻　頭　言

巻頭言

　遺跡の発掘などで古代の人々の多様な生活や知的遺産が明らかとなっている。古来より、

人は探求や工夫、創造の心と力をもち、それらを使うことで、各人の生活が成り立っていた

ように思われる。換言すれば、より良きものと未知のものを求める欲求に突き動かされ、幾

度も研究され試行錯誤を繰り返した結果により、現在が築き上げられたと言える。

　つまり、パスカル（Pascal,B.,1623 ～ 1662）の「人間は考える葦である」という言葉をまさ

に実践してきたのである。

　研究が、疑問や問題に応えるために科学的方法によって実施する組織的探求と定義する

ならば、ここでの科学とは単に自然科学的なことだけを指さず、人文・社会学の分野のい

ずれもが科学的方法といえるだろう。英語の研究に該当する言葉には、一般に study，survey，

research などが使用されるが、なかでも research は新しい知見の探求を目的とする科学的・学

問的研究に対する言葉にあたる。一方、study は特定の状況での当面の問題を解決することが

目的である問題解決的アプローチに対して使用されることが多い。さらに、survey は公的な

実態調査などによく使われる。これら study，survey，research は、相互に関連して真理を探究

していく。たとえば、事例研究 (case study) などの問題解決的アプローチが仮説を産生し組織

的 research を導くことも、逆に research の知見を活用して問題解決を図ることもある。このよ

うに、実際には様々なレベルの研究手法が必要となる。

　しかし、妥当な新知見を得るための研究とは、やはり究極的には research であろう。

　研究は科学的な方法を用いて行う探求であるとしたが、では科学的研究方法とはどのよう

なものなのだろうか。科学 science の語源はラテン語の scientia であり、sio ＝ to know 知るの名

詞形で、知識のことである。科学的知識は、「もし～ならば」という形で導き出される体系

的知識であり、経験的事実による論証過程をもつ。科学的方法とは、この論証過程を指すも

のだと考えられる。

　ポッパー (Popper,K.R.,1902 ～ 1994) は、科学の方法は普遍の認識に人間を限りなく接近させ

るものであるとして、次のように述べた。

　科学の結果は相対的なもので  －  それは科学の発展上、ある段階到達地点でしかなく、科

学がそれ以上進んだ段階では、もはや優位に立ちえない。だが、それは真理というものが相

対的なものだということにはならない。もし、ある主張が真理であるなら、その主張は永遠

に正しい。

　要するに、この指摘によれば、常に探究し続けることが真理に近づくことなのだという。

とかく、研究というのは底知れぬ深さと果てしない広さを有するものである。本ジャーナル

が、その役割を担うためにますます洗練・充実されることを期待している。

　なお、「滋賀医科大学看護学ジャーナル」の巻頭言は紀要編集委員会の委員長が執筆され

てきたが、今回は委員長よりのご依頼を頂戴したことで、お引き受けした次第である。

看護学科長　瀧川　薫
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図2　臨床教育看護師育成プラン概念図
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総説
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Parent Education Theory ‗  
ʄ₈∞≥₢ ∆└₮⌂∂⅔₈ ↔₉≤℮⌂↔₉₈ ” 9–” ʄ 

„ Parent Education theory‚ —ῼ↨⌠₧≤√” ” ₀ ⁮Ὸ‚ ⁴‾”‖Ῥ⁯᾿ ₮₰Ω√”

‖Ῥ⁴ Prevention” Ὸ⁮᾿∆└₮⌂∂⅔₈ ↔₉≤℮⌂↔₉₈ ‚ῷ῾⁴ 9–”↨⌠₧≤√” ‗ ₀

‚ ⁮Ὸ‚ ‍ ↔͂₉≤℮⌂↔₉₈ ‖„᾿ ‚ ⁞ ’‘”⅞ₐ≥₰₦ ₀ ‚᾿ €╒┘

₉₰‗ ―” Parent Education₀  ―΅⁴῀ ―‚ ₀ ῴ⁴ Ό↨⌠₧≤√‭  ⁴‍‼” —῾Ό

‖Ῥ⁯᾿ €╒┘₉₰₀  ⁴ ‗‖᾿ Ό↨⌠₧≤√‚  ⁞ ΅⁭ῲ  ―΅⁴῀Parent 
Education” ‖„᾿ ₀ Ὸ⁮ ‚‴‖  ‍ ‗ ᾿ Ό ₁‖΅⁴ ” ‖ ‗ Ό

῾⁮⁵⁴⁭ῲ Ό ⁮⁵―΅⁴ ↨͂⌠₧≤√ ” −ₐ└⅍„᾿ ” ║ ’ ‗

₀  ‍ ‖ ” ₀  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁯᾿ Ῥ⁴΅„ ‚ ‘̓”⁭ῲ’ ⁞ ↨⌠₧

≤√₀  ― ⁸⁴Ὸ₀ ⁮Ὸ‚ ⁴ ‗‖Ῥ‒‍῀ 

₤╒─╒ⅎ Parent Education᾿Prevention᾿ ᾿ ᾿ ―

„ ‼‚

Parent Education Theory„᾿ Ή ῌ

” ‗‖Ῥ⁯ 1̓930 ↔̓⌠ₐ⅍” ₀ ‼

‗ ― ‖ ‚  ⁵⁴⁭ῲ‚’

‒‍῀↔⌠ₐ⅍⁞ₔ≥₦₴└’‘ ‚  ⁴

„ ” ‗ ― ΅⁮⁵―Ὼ‍

Ό᾿ ” ‖„ ’‘ ‭”⅍⌐

╒⅔└₧‚⁭⁴ ” Ό ῼ  ⁵―΅⁴  ͂
₈∞≥₢‖ ‾−↓≈≤╒’ „᾿ ―₀

 ⁴ ” ” Ὸ ‗₪└⅍⌠╒⌂‚–΅―  ‍

1959 ”₮ₓ╒↔₇” ‖Ῥ⁴Ό᾿​” 1̓963
”₢╒⌂║⌠₯∩╒₱‚⁭⁴ humanistic and 

reflective theory⁞ 1969 ”↓₈₯ₓ”

1̓978 ‚ ‘‾” ‗ ‚–

΅― ╒₤℗₫₉┘‍‮ 1̓991 ‚„∑ₒ⌂→₉‚⁭

⁴Attachment theory᾿‴‍᾿ ‾−↓≈≤╒’

„ 1970 ‚  ⁵‍⅍∕₰║₫╒ⅎ└” Parent 
Effectiveness Training (P.E.T.) ‖Ῥ⁯᾿ ‎῾‖’

ῼ ῼ ‚  ⁵―΅‒‍  ͂
 ”⁭ῲ’ Ὸ⁮ ”

‴‖ ‼‍Parent Education„ ‖  ―ῷ⁯᾿

​” ῼ” ― ⁞ ‾  ⁴Ό 1) 2)̓

„ ‚⁫ ⁴ ‗‗ ⁴  ͂
‖„᾿₈∞≥₢ ∆└₮⌂∂⅔₈ ”9–

” Ὸ⁮Parent Education” ‗ ‚–΅―

⁴‮  ͂

ϲ Parent Education ” —  ̔
1  Prevention 
Parent Education„ ‴̓ „ ” ‏‍‾‘

Ό ‚’⁴‍‼” ‗ ―Maltreatment”
᾿–‴⁯Primary Prevention PP
‗ ― ⁯ ‴⁵―΅⁴‾”ΌῬ⁴῀ ‚

ῷ῾⁴ῷ •Ὸ⁮ ‴⁯᾿ ” ‭

” ₀ ‗ ‍ ― Ό ‖Ῥ⁴῀ Ὸ

 ᾿​⁵‌⁵”₪∙≈⅔Ω₉‖„ Secondary 
Prevention SP ‗ ―᾿ ―⅔╒₱

” ΅ ⁞ ‭ ⁞⅜₧⌐₦⅍’‘⅞ₐ≥₰₦

” ‭”ₐ└₿╒┘ₓ└₮≡└‗ ―  ⁵⁴

‾ ΅ 3) 4)͂  
ϳ ₈∞≥₢ ∆└₮⌂∂⅔₈ ↔₉≤℮⌂

↔₉₈ ”Parent Education 
1  Parent Education Program” ‗

SP ‗ ―  ⁵―΅⁴∆└₮⌂∂⅔₈ ”

Parent Education↨⌠₧≤√„᾿ ‘‾‭”
Ό ‖᾿ ” Ό ” ΅₨╒₰₀ ῴ―

΅⁴₰≤√ ⁞᾿ ‚Ῥ⁴ ” ₀

‚  ―΅⁴ 5)͂ ‚᾿ ⁞ ’‘”₪∙

≈⅔Ω₉” ₀ ‗ ᾿ ’↨⌠₧≤

√₀  ―΅⁴῀‴‍᾿ ” ⁞ ‖”

₀ ‼‍ Parenting Ό₲⌂↔║⇔⌂

↨₧⌂╒↨‗ ― ‹ ‴⁵―ῷ⁯᾿ €╒┘

₉₰⁞₢ₒ└₲≥└₧᾿ ‗ ‘‾”↨⌐ₐ₧⌂╒↨᾿
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₲≤↓╒‚⁭⁴ ‘‾‭”₨₈’‘᾿⅍⌐╒⅔└₧₀

῾‍ ‚⁭⁴ Ό᾿Ῥ⁮⁫⁴⅔╒₱‚

—΅‍€╒┘₉₰‗ ― ’↨⌠₧≤√‖  ⁵

―΅⁴  ͂
Parent Education₀ ῲ „᾿ Ό ‘‾₀

’ ‖ ―⁮⁵⁴ ‗‖Ῥ⁴ 6)͂ ‾ ’ „᾿

Ό ‹ ⁵‍ ‖ ₀ῷῼ⁴ ‖᾿ ’

‚ ’ Ό ‚ ⁮⁵᾿ Ό  ⁵

⁴ ‗₀ ‗ ‍ Ό’ ⁵⁴ ‗‖Ῥ⁴ 7)͂  
2  Parent Education ↨⌠₧≤√”  
∆└₮⌂∂⅔₈ ”Parent Education”€╒┘₉
₰₀ ῾⁴ „᾿  ―€−╒⅍” Ό

ῼ᾿⅞ₐ≥₰₦’ Ό ‗’‒―΅⁴῀ ‒―᾿

↨⌠₧≤√” „᾿ ῃ’⅔╒₱‚ ’↨

⌠₧≤√₀ ⁴ ‗₀ ‚ ‹―΅⁴ P͂arent Educ- 
ation „᾿  ⁴ Ό ΅ ⁞ ‚ ΌῬ

⁴ Ό ‚  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ Ὸ 

„᾿ ‚​ῲ΅‒‍↨⌠₧≤√₀  ᾿

‭ • ῾―  ‍ ‖‾᾿ ’ Ό

‖Ὼ  ‖  ― ‴΅᾿ ᾿ ‾€−╒⅍Ό

’‗ ⁶‚€−╒⅍Ό Ὼ Ὸ’΅‗΅ῲ Ό

 ⁯ ⁴ 8)͂ Parent Education₀   ⁴‍‼‚

„᾿ ‚ῷ῾⁴ ⁞ ―” ₰⅍⌐

₰‚  ⁴ ’ Ό ‖Ῥ⁯᾿ „

‚”‹ ῾⁮⁵Ό‏’ ‾᾿ ‚ ‘‾”€−

╒⅍₀ ‼‍ ‗ ―↨⌠₧≤√ ⁵᾿  

⁵―΅⁴  ͂
3 ↔₉≤℮⌂↔₉₈ ‚ῷ῾⁴9–”Parent  

Education Program”
„᾿∆└₮⌂∂⅔₈ ↔₉≤℮⌂↔₉₈ ‖

⁸⁵―΅⁴9–”Parent Education ” ‖Ῥ⁴῀

‖„Parent Education ₀P.E.‗  
₡⌂₿⅓Ω₉┘ (Alternative Family Resources) 

„᾿ ” ‗ 10 ” Ό ‖Ῥ⁴῀

‗ ‖ ₀ ΅ P̓arent Education‗
‚᾿ ₀ ῲ῀ ”€╒┘₉₰₀ ῾

―΅⁴ „ ₲└₿╒‴‖ €╒┘₉₰₀

῾⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴”‖᾿ Ό’΅ ‾  ⁴

 ‗Ό‖Ὼ᾿ ” Ό ⁮⁵―΅⁴  ͂
ש APM (Associatió de Puertorriqueõos en 

Marcha, Inc.) „᾿ ‚  ΅ ‚ ›

‚  ―᾿ ‖᾿Ὸ– ‖€╒┘₉₰Ό

 ⁵⁴῀€╒┘₉₰” „᾿ ⁞₴╒₮∩⌂

─╒₢╒᾿ ‘‾” ” ’‘Ὸ⁮ ⁴

℅╒√‚⁭‒―↨⌠₧≤√Ό  ⁵⁴‍‼᾿ ῃ

’ ‚‾  ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴  ͂
 ( .Congreso de Latinos Unidos, Inc) ₴⌐₧└₪ת
‖„᾿≤Ω└ ” ‚  ―᾿₈ⅎ≤╒” ₀

‗ ‍ ” ”‍‼” Parent Education
↨⌠₧≤√Ό  ⁵⁴ 1͂0 ”─╒₦₮≡№↨„᾿

​⁵‌⁵ Ό ”Ῥ⁴ ―Ω╒∕Ὸ⁮ ΅᾿∟℅

∂╒₮≡└₀  ―΅⁴῀‴‍᾿₦≤₰” „

Ό‏‍ ₀ ΅᾿ Ό ῾⁞ ῼ’⁴῀

‚ΉKidConnection ῌ‗΅ῲ─╒₦₮≡№↨‖„᾿
‘‾” ‚–΅―”€╒┘₉₰₀  ―΅⁴  ͂
↔₉≤℮⌂↔₉₈ (Crime 

Prevention Association of Filadelphia) „₰≤√
Ό ‖Ῥ⁴῀ ‚᾿Ὸ– ₀ ‗ ‍

↨⌠₧≤√‚ Ό Ὸ⁵―΅⁴῀ ῴ‟᾿∟╒⅔└

₧║↨⌠₧≤√„ ‚4 1 4 ”↨⌠₧≤√‖

 ⁵᾿ ₲№₮≡└‾Parent Education‗​”
€−╒⅍Ό ‗’⁴῀ Ό↨⌠₧≤√‚  ⁴ ᾿

₨₈Ό„‏‍‾‘  ⁵⁴‍‼᾿  ΅ ‘‾₀

ῴ‍ ‖‾ ‖Ὼ⁴  ͂
→≈№₦₰ ↔₇∙≥╒€╒┘₉₰  (FSA of 

Bucks County) „᾿ –” ” ‖3–”
€╒┘₉₰₀  ―΅⁴῀↔₇∙≥╒≤ₐ↔║ₔ℮

≈₨╒₮≡└‖„ ‘‾” –῾⁞ῷ ” ᾿ ‘

‾‗” ” ⁯ ’‘” ῃ’Ω╒∕₀ ⁯  ᾿

’Parent EducationΌ ῾⁮⁵⁴῀‴‍᾿

‖₢ₒ└₲≥└₧₀ ῾⁴ ‗Ό‖Ὼ᾿∆₈⌐└

⅍║€−╒⅍” ₧⌂╒↨Ό ‖Ὼ⁴’‘᾿

‚  ‍€╒┘₉₰Ό  ⁵―΅⁴  ͂
FSP (Family Services of Fhiladelphia) „᾿↔₉

≤℮⌂₉₈ ” ‘‾‭” Ό  ––Ῥ

⁴᾿ –”₰≤√ ₀ ‗ ―΅⁴Ή͂↔₇∙≥╒

₦≤↕ῌ‗ ‟⁵⁴6 ”∆₈⌐└⅍║ₔ℮≈

₨╒₮≡└”─╒₦₮≡№↨Ό  ⁵⁴῀↨⌠₧≤

√‖„∆₈⌐└Ω₉└₧‚ ῴ᾿ ‖−₯Ω₉┘

∟℮⌂₀ ῲ∆₈⌐└Ω₉└₧║↨⌐ₐΌ ‴⁵―΅

⁴῀ ‖„᾿ „ Ὸ⁮ ‴‖

 ⁵⁴  ͂
FSS (Family Support Services, Inc.) „᾿↔₉≤

℮⌂↔₉₈” ‖᾿ ”Ῥ⁴ ₀

ῴ‍ ‚᾿₲└₿╒‖” €╒┘₉₰₀

 ―΅⁴῀ ₀   ⁴ ”‡‗–‗ ―᾿
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‚⁭⁴ ₀ ‒―΅⁴῀ ‚’

⁴‗᾿↨⌠₧≤√‚  ⁴ ‖᾿ ├

” ―”⌐₰←ₐ⅍║€╒┘₉₰Ό ῾⁮⁵⁴”‖᾿

 ‍↨⌠₧≤√Ό ῾⁞ ΅  ͂
↔₉≤℮⌂↔₉₈║℅∩ₐ⌂ⅎ€╒┘₉₰  

(Philadelphia Society) „᾿⅞ₐ≥₰₦’₰≤√
‖  ᾿6 ” ‘‾₀ ῴ‍ ₀ ‚᾿

‴‍„₧⌂╒↨ ” ₀ ‒―΅⁴῀₲└₿╒

₀ ‗ ‍ ₧⌂╒↨”↨⌠₧≤√⁞ ‚ ‒―

ῷ‾₀⁄‏ ⁯⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴≤ₐ↕≤≥╒‗᾿

₀ ‹ ⁸ ―΅⁴῀ₐ≥⅝ₐ ₮₢₫”Ή∂╒

⅍╒∂└║↨⌠₯ₓ₦⅍ῌ₀ ― ⁮⁵‍

∟℮⌂„᾿ ” ’ ₀  ―΅⁴῀

‗ ―”  ‗⁞ ”   ‚–΅―” ―

‚„᾿ ” ‖  ⁴Ή͂∙⅜₴₿

∟℮⌂ῌ‖„᾿ ‗ ”∑≤└Ω

₉₈Ό ‖ ”₧⌂╒↨₀  ―΅⁴῀ ”∟℮

⌂„ ’ῼ‗‾2 ‗ ‖  ― ⁸⁯᾿ ‘‾

” ‗ ” ” ₀  ’Ό⁮᾿ ‖₧

⌂╒↨║∙╒Ω₉└₧₀ ‒―΅⁴ ∟℮⌂‖Ῥ⁴  ͂
 ≠╒₰ €╒┘₉₰ (YSI) „10 ‖  ―

‚’‒‍ ₀ ‗ ᾿ ‗₲└₿╒‚ῷ῾

⁴Parent Education₀ ῲ῀ Ό Ὸ⁮

Ό ‼⁮⁵᾿ ‘‾Ό2 ‚’⁴‴‖  ―

₀ ΅᾿ ‗ ” Ό ‚

‖ Ό ⁸⁵⁴῀ 3 ₲└₿╒‖”€╒┘

₉₰Ό  ⁵⁴Ό᾿ ‖„ Mother-Baby 
Movement Therapy‗΅ῲ₧⌂╒↨‚  ⁵᾿ ‘

‾” ‚‘”⁭ῲ’ Ό ‖Ῥ⁴Ὸ‚–΅―”

₀ ῾⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴  ͂
4  Parent Education€╒┘₉₰”  

” ‖Ῥ⁴McCurdy ‗Jones„᾿
Prevention ↨⌠₧≤√₀ ῲ ” 5 –” ₀  

―΅⁴ 9)͂  
1) ≥₰₦” ΅ „ ‘̓”⁭ῲ’

Ῥ⁴΅„ ”€╒┘₉₰‖ ―” ₀

 ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴Ὸ₀↨⌠₧≤√ Ό ⁴ ‗᾿

2) ΌῬ‒‍”„ ↨̓⌠₧≤√”‘”⁭ῲ’ ‎

‒‍”Ὸ 3̓) ’ ― ₀ ῴ⁴ Ό᾿

‚ ‖Ὼ⁴↨⌠₧≤√” „‘”⁭ῲ’‾”‖

Ῥ‒‍Ὸ 4̓) ↨⌠₧≤√ ᾿ ’ ‚ ‚

 ‍ ” ₀ Ό ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚ ⁴ ‗᾿

5) Ό᾿ ⁮ ―‚  ⁭ῲ‗ ‒

‍₤№₢₨⁞ ” ‚ ‒‍ ₀ ⁮Ὸ‚ ⁴ 

‗᾿‖Ῥ⁴  ͂
‴‍᾿ ῃ’ €╒┘₉₰₀  ⁵⁴ „᾿

‚ ” Ὸ⁮ –Ὼ⁞ ῼ᾿ ᾿ ᾿

‚ ῃ’ ₀‾‒―΅⁴῀ ”⁭ῲ’ ‍

‚‏  ―᾿‴ „ ‗⅜₧⌐₦⅍” €╒┘₉

₰‚   ⁴ ‗᾿ Ό ῃ’ €╒┘₉

₰Ὸ⁮ empower ⁴ ₀ Ὼ   ‚–΅―„᾿

↨⌠₧≤√” ῃ’Ή ῌῸ⁮  ⁵⁴ 10)͂  
 ⁵⁮” SP↨⌠₧≤√„᾿ ₀ ῴ⁴ ‚

 ⁴ €╒┘₉₰” ₣ₐ⃰└₰‖Ῥ⁴῀

 Ὸ ᾿ ‾ ’ ‗„᾿‴  ⅔╒₱”Ῥ⁴

Ό↨⌠₧≤√‭  ⁴‍‼” ῾₀ ⁴ ‗‖

Ῥ⁯᾿ ‚᾿ ―‗ ῲ ‚  ᾿ ‖

’ ₀ ’Ό⁮᾿₈ₒ⅍₢√‗ ― ”

‗ Ό  ⁵⁴ ‗‖Ῥ⁴ 11)͂  
Parent Education ” „ ”

₀ ‚ ― ⁸⁵⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴ ‗„

‚ ₈₉↔⌂℮≥₉↔᾿Ό‍‮ ‖„ SP↨⌠₧
≤√” ῾” ‗ ―᾿ ῃ’ ₀

‒‍ Ό᾿⅔╒₱” ΅ ‚   €╒┘

₉₰₀  ᾿ ῾₀ ‒―΅⁴ ‗₀ ‗ 

―΅⁴῀ ΅‖᾿ ” ‚ ῾‍Parent Educa 
-tion Program” ” Ό ᾿↔₉╒ⅎↄ

№₦ ⁵⁴ ₮₰Ω√Ό  ⁵―΅⁴ ‗‖Ῥ⁴  ͂
‴‗‼ 
∆└₮⌂∂⅔₈ ” Ὸ⁮ P̓arent Education„
” ‚  ‍ ‚⁭‒―᾿ ”⅔╒₱‚

‒‍ ‚ῷ῾⁴ ‗ ―  ⁵―΅

⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‗’‒‍ P͂arent Education₀ ῲ

” ₀  ‍ ‖᾿↨⌠₧

≤√ ‖Ῥ⁴ Ό᾿ ” ⁞ ’

⁞ ₀ ῲ ‚–΅―᾿ ₀↔₉╒

ⅎↄ№₦  ’Ό⁮↨⌠₧≤√ ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴  ͂
„ ‚ῷ῾⁴Parent Education” „

⁵―΅’΅Ό᾿∆└₮⌂∂⅔₈ ” „ ”

║ ⁞ ― ” ‗ ―  ⁴ ‗

Ό  ⁵⁴῀ ‚ ‗ ― ⁸⁵⁴ ”

Parent Education„ ‗̓⁯⁸῾SP‗ ―᾿ ⁞

₀‾ ‼‍ ‚ῷ῾⁴ ‗ ―  ⁵

⁴ ‗₀  ―᾿ ‗ ‚–΅― ‖  ‍

΅  ͂
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提
供

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
こ

の
サ

ー
ヴ

ィ
ス

を
受

け
て

い
る

親
た

ち
は

、
無

料
の

送
迎

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

A
PM

（
マ

ル
チ

ャ
・

プ
エ

ル
ト

リ
コ

人
協

会
）

経
済

的
な

貧
困

地
域

に
住

む
家

族
集

中
的

、
家

族
単

位
の

サ
ー

ヴ
ィ

ス
を

提
供

こ
の

サ
ー

ヴ
ィ

ス
は

子
ど

も
の

発
達

の
専

門
家

や
教

師
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
な

ど
の

専
門

家
か

ら
成

る
「

家
族

保
護

チ
ー

ム
」

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
。

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

LS
E）

や
P.

E.
、

親
子

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
、

家
事

援
助

サ
ー

ビ
ス

（
ho

m
em

ak
er

 s
er

vi
ce

s）
な

ど
が

提
供

さ
れ

る
。

③
コ

ン
グ

レ
ソ（

ラ
テ

ン
連

合
会

議
）

ラ
テ

ン
系

家
族

P.
E.

*ク
ラ

ス
を

提
供

：
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

ア
ド

ラ
ー

の
心

理
学

を
基

礎
と

し
て

、
親

の
行

動
変

容
の

方
法

と
し

て
P.

E.
を

行
う

一
定

範
囲

に
お

け
る

子
育

て
の

テ
ー

マ
を

お
い

て
、

参
加

者
の

関
心

に
沿

っ
た

２
つ

の
P.

E.
ク

ラ
ス

を
置

き
、

10
週

間
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。
ペ

ア
レ

ン
テ

ィ
ン

グ
・

ク
ラ

ス
の

終
了

後
、

親
た

ち
は

親
子

交
流

会
に

参
加

す
る

。
サ

ー
ビ

ス
の

第
二

段
階

で
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
期

間
を

12
週

間
か

ら
15

週
間

へ
と

延
長

し
、「

キ
ッ

ド
コ

ネ
ク

シ
ョ

ン
（

K
id

 
Co

nn
ec

tio
n）

」
と

い
う

子
ど

も
の

健
康

に
つ

い
て

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
期

間
を

通
じ

て
、

親
た

ち
に

は
健

康
教

育
を

行
い

、
利

用
で

き
る

手
段

や
制

度
に

つ
い

て
の

資
源

を
提

供
し

て
い

る
。

④
フ

ィ
ラ

デ
ル

フ
ィ

ア
犯

罪
防

止
協

会
ス

ラ
ム

地
域

集
中

的
か

つ
集

団
へ

の
介

入
に

力
点

を
お

く
：

各
セ

ッ
シ

ョ
ン

は
P.

E.
と

そ
の

サ
ポ

ー
ト

を
提

供

12
週

間
の

「
モ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M

or
ni

ng
 P

ro
gr

am
；

M
P）

」
は

、
独

自
に

週
４

回
１

日
４

時
間

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
行

う
。

ま
た

、「
イ

ヴ
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
Ev

en
in

g 
Pr

og
ra

m
；

EP
）」

は
M

P
と

同
様

の
内

容
で

、
週

２
回

14
週

間
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
親

が
サ

ー
ヴ

ィ
ス

を
受

け
て

い
る

間
、

子
ど

も
た

ち
の

世
話

や
食

事
の

提
供

、
親

子
の

交
流

時
間

な
ど

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。
⑤

FS
A

（
ビ

ュ
ッ

ク
ス

郡
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ー
ヴ

ィ
ス

協
会

）
ビ

ュ
ッ

ク
ス

郡
の

二
つ

の
低

所
得

者
層

の
地

域
３

つ
の

サ
ー

ヴ
ィ

ス
を

提
供

①
25

週
間

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

ラ
イ

フ
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
FL

E）
・

シ
リ

ー
ズ

は
、

子
ど

も
の

し
つ

け
、

お
金

の
管

理
、

子
ど

も
と

の
関

係
の

作
り

方
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
テ

ー
マ

が
取

り
上

げ
ら

れ
る

。
②

自
宅

や
FS

A
を

中
心

と
し

た
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

や
事

例
検

討
を

行
う

。
③

ペ
ア

レ
ン

ト
・

サ
ポ

ー
ト

グ
ル

ー
プ

（
PS

G）
の

提
供

。
⑥

FS
P（

フ
ィ

ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ー

ヴ
ィ

ス
）

７
つ

の
ス

ラ
ム

地
域

P.
E.

ク
ラ

ス
を

提
供

「
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
ラ

ブ
（

Fa
m

ily
 C

lu
bs

）」
と

呼
ば

れ
る

６
週

間
連

続
の

ペ
ア

レ
ン

ト
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
提

供
。

ペ
ア

レ
ン

テ
ィ

ン
グ

に
加

え
、

親
子

の
ポ

ジ
テ

ィ
ヴ

・
モ

デ
ル

を
使

う
ペ

ア
レ

ン
テ

ィ
ン

グ
・

プ
レ

イ
が

含
ま

れ
て

い
る

。
財

政
的

援
助

の
第

二
段

階
で

は
、対

象
者

を
両

親
か

ら
祖

父
母

を
含

め
る

と
こ

ろ
ま

で
拡

大
す

る
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

終
了

す
る

と
、

参
加

者
た

ち
は

継
続

的
な

サ
ポ

ー
ト

・
グ

ル
ー

プ
に

参
加

す
る

か
、

限
定

的
な

場
所

で
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
受

け
る

か
の

ど
ち

ら
か

、
あ

る
い

は
両

方
を

勧
め

ら
れ

る
。

⑦
FS

S（
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

・
サ

ー
ヴ

ィ
ス

）
低

所
得

者
層

の
地

域
で

、
健

康
問

題
を

抱
え

た
乳

幼
児

の
い

る
家

族

セ
ン

タ
ー

で
集

中
的

な
サ

ー
ヴ

ィ
ス

を
提

供
「

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
（

T
he

 F
am

ily
 S

ch
oo

l）
」

は
、P

.E
.や

親
へ

の
サ

ポ
ー

ト
、セ

ラ
ピ

ー
に

よ
る

子
ど

も
の

ケ
ア

、
親

と
子

ど
も

の
プ

レ
イ

・
グ

ル
ー

プ
を

含
む

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

家
族

を
入

会
さ

せ
る

方
法

の
ひ

と
つ

と
し

て
家

庭
訪

問
を

行
っ

て
い

る
。

第
二

段
階

で
は

、
母

親
に

対
し

て
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
全

回
出

席
す

る
条

件
で

、
マ

ン
ス

リ
ー

・
レ

ス
パ

イ
ト

・
チ

ャ
イ

ル
ド

ケ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

、
１

カ
月

間
の

子
育

て
レ

ス
パ

イ
ト

・
サ

ー
ビ

ス
を

用
意

し
て

い
る

。
⑧

フ
ィ

ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

・
チ

ャ
イ

ル
ド

サ
ー

ヴ
ィ

ス
協

会
ハ

イ
リ

ス
ク

な
ス

ラ
ム

地
域

で
活

動
。

６
歳

以
下

の
子

ど
も

を
持

つ
親

が
対

象

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
親

の
グ

ル
ー

プ
、

気
軽

に
入

っ
て

お
も

ち
ゃ

を
借

り
る

こ
と

が
で

き
る

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

な
ど

の
サ

ー
ヴ

ィ
ス

と
、

家
庭

訪
問

を
組

み
合

わ
せ

て
個

人
ベ

ー
ス

と
グ

ル
ー

プ
・

ベ
ー

ス
の

介
入

を
行

う

イ
リ

ノ
イ

州
シ

カ
ゴ

の
「

ベ
ー

ト
ー

ベ
ン

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
真

似
て

創
ら

れ
た

家
庭

訪
問

モ
デ

ル
は

、
専

門
職

助
手

の
家

族
支

援
者

を
雇

用
し

て
い

る
。

隔
週

に
家

庭
訪

問
を

行
い

、
親

と
し

て
の

心
配

ご
と

や
親

子
の

接
し

方
に

つ
い

て
相

談
に

応
じ

て
い

る
。

家
族

支
援

者
と

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

「
ミ

ネ
ソ

タ
初

期
学

習
計

画
モ

デ
ル

（
th

e 
M

in
ne

so
ta

 
Ea

rly
 L

ea
rn

in
g 

D
es

ig
n 

m
od

el
）」

を
使

い
、

親
の

グ
ル

ー
プ

を
指

導
す

る
。

こ
の

モ
デ

ル
は

子
ど

も
の

成
長

と
親

子
交

流
の

強
化

を
強

調
し

な
が

ら
、

各
週

で
の

グ
ル

ー
プ

・
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

、
少

な
く

と
も

２
年

間
継

続
し

て
い

る
。

⑨
ユ

ー
ス

・
サ

ー
ヴ

ィ
ス

（
Y

SI
）

10
代

で
妊

娠
し

て
親

に
な

っ
た

若
者

が
対

象
家

庭
訪

問
お

よ
び

ユ
ー

ス
・

サ
ー

ヴ
ィ

ス
・

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

P.
E.

を
提

供

家
庭

訪
問

は
母

親
が

妊
娠

中
か

ら
始

め
ら

れ
、

子
ど

も
が

２
歳

に
な

る
ま

で
継

続
し

て
い

る
。

訓
練

を
つ

ん
だ

専
門

助
手

が
家

庭
訪

問
を

行
い

、
定

期
的

に
看

護
師

と
交

代
で

訪
問

を
行

う
。

ま
た

週
３

回
、

セ
ン

タ
ー

で
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
。

第
二

段
階

に
お

け
る

セ
ン

タ
ー

の
教

育
は

「
マ

ザ
ー

・
ベ

ビ
ー

・
ム

ー
ヴ

メ
ン

ト
・

セ
ラ

ピ
ー

（
M

ot
he

r-B
ab

y 
M

ov
em

en
t 

T
he

ra
py

）」
と

い
う

グ
ル

ー
プ

に
ま

で
拡

大
し

て
い

る
。

こ
の

グ
ル

ー
プ

は
子

ど
も

の
発

達
上

、
ど

の
よ

う
な

方
法

が
子

ど
も

と
接

す
る

場
合

に
有

益
で

あ
る

か
を

、
母

親
た

ち
に

教
え

る
こ

と
で

あ
る

。
*P

.E
.=

Pa
re

nt
 E

du
ca

tio
n

出
典

：
K

.M
cC

ur
dy

, E
.D

.Jo
ne

s,“
Su

pp
or

tin
g 

Fa
m

ili
es

”
, 2

00
0, 

pp
8-

13
　

よ
り

改
編

作
成

（
上

野
）
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図1　ヘルスリテラシーの概念モデル

未来の健康に繋がるコミュニティの発達

安定した豊かな社会生活の獲得 経済活動の活発化と社会制度の安定

主体的な健康管理能力の体得

支援者との交渉能力
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表 1. 属性
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看護実践におけるヘルスリテラシーの概念分析

0  ”∞℮₉₈≥Ω≤₮╒” ₀
 ⁴₡└≤ₐ└ ↨⌠₧≤√”
20'1( 076,087 1//6-

1  ⇔⌂₰≥Ω≤₮╒ ‗ ”
Khaq`qx `mc Hmenql`shnm Rbhdmbd Mn-48 1//7-

2  ⇔⌂₰≥Ω≤₮╒ Ὸ⁮‎” Mn123+1,6
1//3-

3  + + Gd`ksg Khsdq`bx”

₲└₿╒‖  ⁵⁴ ” ‚ῷ΅―
15'3(+73,81 1//5-

4  + + ║ ₀‾‍
⁮  - +42'00(+731,738+1//5-

5  Qnfdqr+ A+K- 9Bnmbdos `m`kxrhr- @m dunktshnm`qx+ uhdv+
Bnmbdos cdudknoldms hm mtqrhmf entmc`shnmr+ sdbgmhptdr
`mc `ookhb`shnmr 'rdbnmc dchshnm(- 66,0/1+ 1///-

6  + ‚ῷ῾⁴ ”
78,011+ + 1//7-

0  ”∞℮₉₈≥Ω≤₮╒” ₀
 ⁴₡└≤ₐ└ ↨⌠₧≤√”
20'1( 076,087 1//6-

1  ⇔⌂₰≥Ω≤₮╒ ‗ ”
Khaq`qx `mc Hmenql`shnm Rbhdmbd Mn-48 1//7-

2  ⇔⌂₰≥Ω≤₮╒ Ὸ⁮‎” Mn123+1,6
1//3-

3  + + Gd`ksg Khsdq`bx”

₲└₿╒‖  ⁵⁴ ” ‚ῷ΅―
15'3(+73,81 1//5-

4  + + ║ ₀‾‍
⁮  - +42'00(+731,738+1//5-

5  Qnfdqr+ A+K- 9Bnmbdos `m`kxrhr- @m dunktshnm`qx+ uhdv+
Bnmbdos cdudknoldms hm mtqrhmf entmc`shnmr+ sdbgmhptdr
`mc `ookhb`shnmr 'rdbnmc dchshnm(- 66,0/1+ 1///-

6  + ‚ῷ῾⁴ ”
78,011+ + 1//7-
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7  Mhbnk` I- Fq`x+ Og-C+ `s dk9 Sgd Hmsdqmds9 @ vhmcnv nm
`cnkdrbdms gd`ksg khsdq`bx- Intqm`k ne @cnkdrbdms Gd`ksg+
26+ 132,138+ 1//4-

8  U`kdqhd Ingmrnm+ `s dk9 Cndr rnbh`k rtoonqs gdko
khlhsdc,khsdq`bx o`shdmsr vhsg ldchb`shnm `cgdqdmbd> @
lhwdc ldsgncr rstcx ne o`shdmsr hm sgd Og`ql`bx
Hmsdqudmshnm enq Khlhsdc Khsdq`bx 'OHKK( Rstcx- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 68+ 03,13+ 1/0/-

0/  Rtmhk Jqho`k`mh+ `s dk9 Cdudknoldms ne `m hkktrsq`sdc
ldchb`shnm rbgdctkd `r ` knv,khsdq`bx o`shdms dctb`shnm
snnk- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 55+257,266+
1//6-

00  Xntmf Hj Bgn+ `s dk9 Deedbsr ne gd`ksg khsdq`bx nm gd`ksg
rs`str `mc gd`ksg rdquhbd tshkhy`shnm `lnmfrs sgd
dkcdqkx rdquhbd tshkhy`shnm `lnmfrs sgd dkcdqkx- Rnbh`k
Rbhdmbd % Ldchbhmd+ 55+ 07/8,0705+ 1//7-

01  Itkhd @ F`yl`q`qh`m+ L`qj U Vhkkh`lr+ `s dk9 Gd`ksg
khsdq`bx `mc jmnvkdcfd ne bgqnmhb chrd`rd- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 40+156,164+ 1//2-

02  L`qf`qds B E`mf+ Oq`uddm O`mftktqh+ `s dk9 K`mft`fd+
khsdq`bx+ `mc bg`q`bsdqhy`shnm ne rsqnjd `lnmf o`shdmsr
s`jhmf v`qe`qhm enq rsqnjd oqdudmshnm 9 Hlokhb`shnm enq
gd`ksg bnlltmhb`shnm- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+
64+ 3/2,30/+ 1//8-

03  K`tq` o Rgnmd+ Jdkkx l- Bnmm+ Kdd R`mcdqr+ Ihkk R-
G`ksdql`m 9 Sgd qnkd ne o`qdms gd`ksg khsdq`bx `lnmf
tqa`m bghkcqdm vhsg odqrhrsdms `rsgl`- O`shdms Dctb`shnm
`mc Bntmrdkhmf+ 64+ 257,264+ 1//8-

04  @cqhdmmd Rg`v+ R`hl` Haq`ghl+ Ehnm` Qdhc+ `s dk9
O`shdmsr o͇dqrodbshudr ne sgd cnbsnq,o`shdms
qdk`shnmrgho hmenql`shnm fhuhmf `bqnrr ` q`mfd ne
khsdq`bx kdudkr- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+
64+003,01/+ 1//8-

05  L`qf`qdsg r`msnr Y`mbgdss`+ `s dk9 O`ssdqmr hm
hmenql`shnm rsq`sdfhdr trdc ax nkcdq ldm sn tmcdqrs`mc
`mc cd`k vhsg oqnrs`sd b`mbdq9 @m `ookhb`shnm ne
lncdkhr`shnm pt`khs`shud qdrd`qbg cdrhfm- Hmsdqm`shnm`k
Intqm`k ne Mtqrhmf Rstchdr+ 33+ 850,861+ 1//6-

06  + ” ῃ”⇔⌂₰≥Ω≤₮╒‗​”
- +02+023,024+1//4-

07  + ῼ ” -
+01'0(+07,13+1//7-

08  Cdaq` @ Ltqogx+ `s dk9 Gd`ksg khsdq`bx `mc `mshqdsqnuhq`k
`cgdqdmbd `lnmf GHU,hmedbsdc `cnkdrbdmsr- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 67+ 14,18+ 1/0/-

1/  Idmmhedq @ Rbgkhbgshmf+ `s dk9 Oqnuhcdq odqbdoshnm ne
khlhsdc gd`ksg khsdq`bx hm bnlltmhsx gd`ksg bdmsdq-
Hmsdqm`shnm`k Intqm`k ne Mtqrhmf Rstchdr+ 21+ 003,01/+
1//2-

10  Tqlhl`k` R`qj`q+ `s dk9 Oqdedqdmbd enq rdke,l`mdfdldms
rtoonqs9 Ehmchmf eqnl ` rtqudx ne ch`adsdr o`shdmsr hm
r`edsx,mds gd`ksg rxrsdlr9 O`shdms Dctb`shnm `mc
Bntmrdkhmf+ 6/+0/1,00/+ 1//7-

11  S`d Vg` Kdd+ `s dk9 Sdrshmf gd`ksg khsdq`bx rjhkkr hm
nkcdq Jnqd`m `ctksr- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+
64+ 2/1,2/6+ 1//8-

12  L`xtlh Ngmhrgh+ `s dk9 Hloqnudldms hm l`sdqm`k gd`ksg
khsdq`bx `lnmf oqdfm`ms vnldm vgn chc mns bnlokdsd
bnlotk`rnqx dctb`shnm9 onkhbx hlokhb`shnm enq bnlltmhsx
rdquhbdr9 Gd`ksgx Onkhbx+ 61+ 046,053+ 1//4-

13  Hl`m Rg`qhe+ `s dk Qdk`shnmrgho adsvddm bghkc gd`ksg
khsdq`bx `mc ancx l`rr hmcdw hm nudqvdhfgs bghkcqdm9
O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+68+32,37 1/0/-

14  K-J`qh Ghqnm`j`+ `s dk9 B`qd fhudq gd`ksg khsdq`bx `mc
`cgdqdmbd sn ` c`hkx ltksh,uhs`lhm vhsg hqnm qdfhldm hm
hme`msr9 O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 265,27/+
1//8-

15  Idmmhedq Q L`qjr+ `s dk9 Sgd `rrnbh`shnm ne gd`ksg
khsdq`bx `mc rnbhn,cdlnfq`oghb e`bsnqr vhsg ldchb`shnm
jmnvkdcfd- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 67+ 261,265+
1/0/-

16  Ldk`mhd I`x+ `s dk9 @ q`lcnlhydc sqh`k ne ` aqhde
ltkshldch` hmsdqudmshnm sn hloqnud bnloqdgdmrghnm ne
ennc k`adkr9 Oqdudmshud Ldchbhmd+ 37+ 14,20+ 1//7-

17  Qdadbb` K- Rtcnqd+ `s dk9 Tmq`udkhmf sgd qdk`shnmrgho
adsvddm khsdq`bx+ k`mft`fd oqnehbhdmbx+ `mc o`shdms,
ogxrhbh`m bnlltmhb`shnm9 O`shdms Dctb`shnm `mc
Bntmrdkhmf+ 64+ 287,3/1+ 1//8-

18  Qnudqs I- Unkj+ `s dk9 Dmsdqs`hmldms dctb`shnm enq
oqnrs`sd b`mbdq9@ q`mcnlhydc sqh`k `lnmf oqhl`qx b`qd
o`shdmsr vhsg knv gd`ksg khsdq`bx- O`shdms Dctb`shnm `mc
Bntmrdkhmf+ 67+ 371,378+1//7-

2/  Cd`m Rbghkkhmfdq+ `s dk9 Etmbshnm`k gd`ksg khsdq`bx `mc
sgd Pt`khsx ne Ogxrhbh`m,o`shdms bnlltmhb`shnm `lnmf
ch`adsdr o`shdmsr- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+
41+204,212+ 1//3-

20  + 9 Ὸ⁮Ό₁ ‴‖‚ῷ῾⁴
Ό₁ ”⇔⌂₰≥Ω≤₮╒” -

-2/'2(+02,11+1/0/-
21  I`mds K- Vdkbg+ `s dk9 Ldqfhmf gd`ksg khsdq`bx vhsg

bnlotsdq sdbgmnknfx9 Rdke,l`m`fhmf chds `mc ekthc hms`jd
`lnmf `ctks gdlnch`kxrhr o`shdmsr- O`shdms Dctb`shnm `mc
Bntmrdkhmf+ 68+ 081,087+ 1/0/-

22  Inm`sg`m I- Adhskdq+LC+LA@+ E@BQ+ `s dk9 Gd`ksg khsdq`bx
`mc gd`ksg b`qd hm `m hmmdq,bhsx+ sns`k k`qxmfdbsnlx
onotk`shnm- @ldqhb`m Intqm`k ne Nsnk`qxmfnknfx,Gd`c `mc
Mdbj ldchbhmd `mc Rtqfdqx+ 20+ 18,20+ 1/0/-

23  Qhl` D- Qtcc+ `s dk9 @ q`mcnlhydc bnmsqnkkdc sqh`k ne `m
hmsdqudmshnm sn qdctbd knv khsdq`bx a`qqhdqr hm
hmek`ll`snqx `qsgqhshr l`m`fdldms- O`shdms Dctb`shnm
`mc Bntmrdkhmf+ 64+ 223,228+ 1//8-

24  Bgqhrsh`m unm V`fmdq+ `s dk9 Gd`ksg khsdq`bx `mc
rdke,deehb`bx enq o`qshbho`shmf hm bnknqdbs`k b`mbdq
rbqddmhmf9 Sgd qnkd ne hmenql`shnm oqnbdrrhmf- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 241,246+ 1//8-

25  @mi`kh T- O`mchs+ `s dk9 Dctb`shnm+ khsdq`bx+ `mc gd`ksg9
Ldch`shmf deedbsr nm gxodqsdmrhnm jmnvkdcfd `mc bnmsqnk-
O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 270,274+ 1//8-

26  ₪∙≈⅔₨╒₮≡└ - 07,4/+ ₈⌂∕
1///-

27  Eq`mbdrb` B- Cv`ldm`+ `s dk9 Sd`bghmf ldchb`k
hmsdquhdvhmf sn o`shdms9 Sgd nsgdq rhcd ne sgd dmbntmsdq-
O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 65+27/,273+ 1//8-

28  X`rtg`qt Snjtc`+ `s dk9 Gd`ksg khsdq`bx `mc ogxrhb`k `mc
orxbgnknfhb`k vdkkadhmf hm I`o`mdrd `ctksr- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 300,306+ 1//8-

3/  Shlnsgx V- Ahbjlnqd+ `s dk9 Trhmf bnlotsdq `fdmsr sn
dwok`hm ldchb`k cnbtldmsr sn o`shdmsr vhsg knv gd`ksg
khsdq`bx- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 204,21/+
1//8-

30  L`qhkxmmd Q-Vnnc OgC+QM+ `s dk 9 @eqhb`m @ldqhb`m
O`shdmsr’.Ft`qch`mr’ Gd`ksg khsdq`bx `mc Rdke,deehb`bx
`mc Sgdhq Bghkc’r kdudk ne @rsgl` Bnmsqnk- Intqm`k ne
Odch`sqhb Mtqrhmf+ 14+ 307,316+ 1/0/-

31  G`hkc` A`rsh`m9 Gd`ksg khsdq`bx `mc o`shdms hmenql`shnm9
Cdudknohmf sgd ldsgncnknfx enq m`shnm`k duhcdmbd,a`rdc
gd`ksg Vdarhsd- O`shdms Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 62+
440,445+ 1//6-

32  M`lq`sg` Q- J`mctk`+ `s dk9 Sgd qdk`shnmrgho adsvddm
gd`ksg khsdq`bx `mc jmnvkdcfd hloqnudldms `esdq
ltkshldch` Sxod1 ch`adsdr dctb`shnm oqnfq`l- O`shdms
Dctb`shnm `mc Bntmrdkhmf+ 64+ 210,216+1//8-
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